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　序　文

Preface

平成２３年度の研究成果報告書をお届けします。

　

平成２３年３月１１日の東北地方太平洋沖地震および津波は東日本大震災と呼ばれる未曽有の被害

をもたらし、原子力発電所からの核汚染問題もおきました。しかし、平成２３年度の東京大学にお

ける教育研究は、入学式等の簡素化、電力不足に対応するための様々な措置を除いて、おおむね平

常通り行われました。数理科学研究科においては、照明を暗くする、冷暖房の設定の変更等により、

電気を使わない工夫などを求められました。例年８月に本郷、駒場で１日ずつ行われていたオープン

キャンパスは、冷房に電力を使うことを避けて１２月に本郷だけで行われ、数理科学研究科が関係

するところでは、安田講堂での数理科学研究科の紹介および理学部における数学科の模擬授業、数

学よろず相談という形で行いました。地震の影響で数理科学研究科の図書館の書架の一部が破損し

ましたが、図書館では、被災された大学所属の教員、研究者、学生の方への利用案内を出しました。

このような１年間でしたが、数学の研究に関しては、平成２３年度もこの報告書に記載されているよ

うに新しい数学の研究成果が数多く得られました。

　

数理科学研究科への教員の異動については、４月に石井志保子教授が東京工業大学から、金井雅彦教

授が名古屋大学から、下村明洋准教授が首都大学東京から、吉野太郎准教授が東京工業大学から着

任されました。また、中村信裕氏と鹿島洋平氏が特任助教として採用されました。さらに１０月に

は、高木俊輔准教授が九州大学から着任されました。一方、数理科学研究科からの異動については、

７月に齋藤秀司教授が東京工業大学に移られ、１０月に鎌谷健吾特任助教が大阪大学助教に、１月

に鈴木正俊特任助教が東京工業大学准教授に栄転されました。また、柳春, Andrei Pajitnov, Oliver
Brinon, Mourad Bellassoued各氏が教授あるいは特任教授として滞在されました。新しい年度の平
成２４年４月には、高山茂晴准教授が教授に昇任され、權業善範氏が助教として着任されました。ま

た、中村信裕氏が学習院大学助教に栄転されました。

　

2009年度から 3年間にわたりＢＮＰパリバ証券からご寄付いただいた、「ファイナンス数理寄付講
座」が今年度で終了になりました。寄付講座では志賀徳造先生に特任教授を務めていただき、また、

延べ６名の特任助教を雇用していました。数理科学研究科の教育研究活動を強く支えていただいた

ＢＮＰパリバ証券に感謝いたします。

　

数理科学研究科のメンバーの受賞については、平成２３年度は、志甫淳准教授が日本数学会春季賞を

受賞されました。また、石井志保子教授が日本数学会代数学賞を受賞されました。また、９月に博士

を修了した權業善範君が、２月に学術振興会育志賞、３月に総長賞の栄誉に輝きました。育志賞は、

創始された昨年度平成２２年度の佐々田槙子さんに引き続いてのものであり、総長賞はこれで４年連

続の受賞です。理学部数学科の森田陽介君も総長賞を受賞しており、当研究科スタッフとしては非常

に誇らしく感じております。

　

数理科学研究科では、例年と同じく数多くの国際研究集会が開催されました。放射能汚染の影響によ

り招待を辞退された研究者も数名ありましたが、ほとんど例年と同じ規模で開催されています。定例

となった交流協定を結んでいるＫＩＡＳと共同開催している Tokyo-Seoul Conferenceは１２月に本
研究科で行われました。１０月に東大フォーラムがフランスのパリ市とリヨン市で開催され、その中

のシンポジウムとして、Geometry and Geometryという研究集会を、リヨン高等師範学校で開催し
ました。リヨン高等師範学校とは、交流協定を結んだ後での初めての大がかりな研究集会となりまし



た。若手研究者の視野を広げるという目的で、東京大学ＧＣＯＥ「数学新展開の教育研究拠点」によ

る若手研究者海外派遣事業および「組織的な若手研究者等海外派遣事業」により、大学院生、ＰＤ、

助教の海外派遣を多数行いました。

　

アウトリーチ活動としては、応用班の担当で、公開講座「数理科学の広がり」が１１月に開催されま

した。ＧＣＯＥの援助により、「ジャーナリスト・イン・レジデンス」プログラムで中国新聞の記者

が１週間滞在し、外部の視点からみた数理科学研究についての報告をいただきました。玉原国際セミ

ナーハウスでは、例年と同じく、７月に「高校生のための現代数学講座」、９月に「群馬県高校生数

学キャンプ」、１０月に「中学生のための玉原数学教室」を開催しました。また、２月に女子中高生

のために、『「数学の魅力」創造と展開』が開催されました。

　

これらの１年間の研究活動の報告が、この報告書です。この報告書が出せるのも、数理科学研究科

の活動を献身的に支えてくださる事務職員の方々のおかげです。事務職員の皆様に深く感謝いたし

ます。

　

　

平成２４年（２０１２年）５月

東京大学大学院数理科学研究科

平成２３年度数理科学専攻長

坪井　俊
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個 人 別 研 究 活 動 報 告 項 目 の 説 明

A. 研究概要

• 研究の要約（日本語と英語）．

B. 発表論文

• 5年以内（2007 ～2011年度）のもので 10篇以内．書籍も含む．
但し、2011年 1月 1日～2011年 12月 31日に出版されたものはすべて含む．

C. 口頭発表

• シンポジュームや学外セミナー等での発表で，5年以内（2007 ～2011年度）のもの
10項目以内．

D. 講義

• 講義名，簡単な内容説明と講義の種類．

• 講義の種類は，

1. 大学院講義または大学院 ・4年生共通講義

2. 理学部 2年生（後期）・ 理学部 3年生向け講義

3. 教養学部前期課程講義, 教養学部基礎科学科講義

4. 集中講義

に類別した．

E. 修士 ・ 博士論文

• 平成 23年度中に当該教員の指導（指導教員または論文主査）によって学位を取得した者の
氏名および論文題目．

F. 対外研究サービス

• 学会役員，雑誌のエディター，学外セミナーやシンポジュームのオーガナイザー等．

G. 受賞

• 過去５年の間の受賞．

H. 海外からのビジター

• JSPS等で海外からのビジターのホストになった者は, 研究内容,講演のスケジュール, 内容な
どの簡単な紹介を書く．人数が多い場合は、主なものを 5件までとした．

※ 当該項目に記述のないものは，項目名も省略した．



Format of the Individual Research Activity Reports

A. Research outline

• Abstract of current research (in Japanese and English).

B. Publications

• Selected publications of the past five years (up to ten items, including books).
As an exceptional rule, the lists inclucle all the publications issued in the period
2011.1.1～2011.12.31

C. Invited addresses

• Selected invited addresses of the past five years (symposia, seminars etc., up to ten items).

D. Courses given

• For each course, the title, a brief description and its classification are listed.

Course classifications are:

1. graduate level or joint fourth year/graduate level;

2. third year level (in the Faculty of Science);

3. courses in the Faculty of General Education*;

4. intensive courses.

*Courses in the Faculty of General Education include those offered in the Department of Pure and
Applied Sciences (in third and fourth years).

E. Master’s and doctoral theses supervised

• Supervised theses of students who obtained degrees in the academic year ending in March,
2011.

F. External academic duties

• Committee membership in learned societies, editorial work, organization of external sym-
posia, etc.

G. Awards

• Awards received over the past five years.

H. Host of Foreign Visiter by JSPS et al.

• Brief activities of the visitors; topics, contents and talk schedules, up to five visitors




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































